
第二花壇周辺エリアの樹木診断結果について 
 
 

東京都では、日比谷公園の整備にあたり樹木の移植が必要となる場合には、樹木
診断を行った上で公園内に移植することとしております。 

令和 5 年 9 月より整備を開始した第二花壇周辺エリアの樹木について樹木診断
を実施しましたので、診断結果をお知らせいたします。 
 
１．診断の考え方  

樹木の移植の適性について、今回は、樹木の健康状態に基づく移植の可否と、
移植の際に必要となる剪定など工事条件を踏まえた作業が樹木に与える影響に
よる移植の可否を、樹木医が診断 

 
２．対象 

 第二花壇周辺エリア樹木４１本（シラカシ、マテバシイ、ケヤキ等） 
 
３．診断結果 

○樹木の健康状態に基づく移植の可否 
・健康状態が概ね良好で移植に耐えることができる樹木：３０本 
・健康状態に問題がある部分も見受けられることなどから移植の際には注意 

を要する樹木：２本 
・健康状態に問題があることなどから移植に耐えられない樹木：９本 

○移植の際に必要となる剪定など工事条件を踏まえた作業が樹木に与える影
響による移植の可否 

・剪定等による影響が小さく、移植に耐えることができる樹木：３６本 
・大枝剪定等が必要であることなどから、移植の際には注意を要する樹木：

５本 
 

※今回樹木診断した 41 本の樹木の中で、病気等による倒木の恐れのある樹木
はありません。 

 


